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令和3年4月10日

虐待防止・権利擁護専門研修を受けて
・一人ひとりが意識を持ち、他人ごとではなく
真剣に向き合う。全員にその気持ちが必要なん
だなと学びました。皆が考えるから、向き合う
から意味があるのだなと感じました。（Y.K）
・虐待の問題はすぐそこにあって、防ぐために
は少しの違和感や職員同士の意思の疎通、見て
見ぬふりをしないことなどを常に自分自身に問
いかけることが大切だと思いました。利用者・
職員が共に生きていくために必要なことを学び
ました。（K.T）
・利用者さんにチームとして対応できるように
なり、不得意なところをチームでカバーしなが
ら支援したい。（Y.H）
・虐待をしている職員の背景には様々な理由が
ありますが、意外としっかり利用者と向き合っ
ている人こそ起こす場合があるということを知
りました。職員のメンタルケアはとても大切で
あり、その職員のSOSをまわりの人が気付けるこ
とが、虐待を発生させないことにつながると感
じました。（H.I）
・今日も一日パニックが起こることなく穏やか
に過ごしてほしいと思っています。そのために
はパニック状態にならないための、事前の支援
が本当に大切なのだと知りました。（K.M）

職員研修について
昨年度はコロナ禍の厳しい状況でしたが、

袖ヶ浦福祉センターにご協力いただき、日中活
動の自立課題の取組について、2日にわたって
見学をさせていただきました。強度行動障害を
持つ方が、本人の特性に合った自立課題を提供
することで、一日落ち着いて活動に取り組むこ
とが出来ます。どのようにしたら、そのような
活動が提供できるのか、どのような自立課題が
提供されているのかを学びました。手作りの山
のような自立課題に感動と刺激をもらって帰っ
てきました。
また、オンラインで行われた「虐待防止・権

利擁護専門研修」では、全職員が研修を受け、
虐待の意味、発生要因、支援者として必要なこ
とを学び、知識を共有することが出来ました。

今年度はオンラインを活用して、多くの職員
が研修を受けられる体制を作っていきます。
資格取得についても積極的に取り組んでいき

ます。

3年前に利用者のお父さまが植えて下さった桜が、今年も花をつけました 左がお父さま（30年3月13日）

はらからは４年目を迎え、現在、常勤
スタッフ３４名と非常勤スタッフ２８名
が支援を行っています。
今年度も皆で力を合わせて頑張ります。
よろしくお願いいたします。

こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
！

ホ
ー
ム
２
番
館
リ
ー
ダ
ー

村
田

陽
子

今年度中の開所を予定していましたグループホームはらから３番館・４番館ですが、
現在開発行為に大変時間がかかっております。建物完成が大幅に遅れ、開設は
令和４年７月頃になる予定です。入居内定者にはすでに内定通知を送付しております。

完成予想図です

令和3年度
はらからスタッフ

『共に生きる』 私は、この言葉とともに福祉
の道を歩いてきたと思っていました。
はらからが始まって３年、コロナ禍の１年間こ

の言葉がどういう意味なのかわかっていなかった
事を、つくづく思い知らされる日々です。共に時
を過ごしてきた人たちと会えない、両親、子供、
孫、大切な人、いつも会っていた人、そばにいて
くれた人に会えない、この奇妙ないつもと違った
日々が続き、利用者の皆様がどんな変化を起こす
のか、心配でした。住まいがあり、食があり、身
近に支援者がいて、日々は淡々と過ぎていきまし
た。１日１日を『命さえあれば』と、緊張した
日々が続いています。それでも、笑顔で挨拶して
くれる利用者の表情は、緊張した職員の気持ちを
和らげてくれます。私の心配をよそに利用者は
淡々と日々を乗り越えているように見えます。
広報誌の中に、はらからが大切にしているコー

ナーが有ります。利用者おひとりおひとりを取り
上げた『ヒストリー』です。生まれてからずっと
一緒に過ごしてきたご家族からの聞き取りを、こ
れから共に生きていく職員たちが行います。今ま
で共に生きてきた家族の方から利用者の今までの
人生を教えていただく、職員にとっては、大切な
時間です。利用者おひとりおひとりの人生を引き
継ぐ時間です。

令和３年４月号の聞き取りが終わったお母様か
ら大切なメッセージをご紹介します。『やっと、
生まれてきたこの子に障害があるとわかってとて
も悲しくて苦しんだのよ。その時、私の父から言
われたの、この子を粗末にしたらおまえは罰が当
たるぞ、この子を大切にしっかり育てろ、と言わ
れたの、それで目が覚めて、それからは一生懸命
今まで頑張ってこられたのよ。』お父様への感謝
のお言葉でした。
お爺様はお母様を励まし、お母様は私たちを励ま
してくださっているように聞こえました。コロナ
は、確実に利用者と私たち職員に、共に生きる
日々を積み重ねてくれています。
はらからの役割は、『ご家族から、親御様から

おひとりおひとりの人生を引き継ぎ共に生きてい
く事』このことを改めて宣言して前に進みます。
職員集団は、技術も知識もまだまだ未熟です。
だからこそ一歩一歩を大切に努力を惜しまず利用
者と共に歩いて行きます。いつかきっと、まっす
ぐ一緒に歩いて行くことで『共に生きる』という
意味を見つけたいと思います。

ＮＰＯ法人はらから代表

槌屋 久美子
共に生きる

編
集
後
記

は
ら
か
ら
の
庭
が
春
の
訪
れ
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
利
用
者
の
ご
家
族
、
近
所
の
方
、

ス
タ
ッ
フ
、
は
ら
か
ら
を
支
え
て
下
さ
る
沢

山
の
方
が
、
庭
に
お
花
を
植
え
て
下
さ
っ
て

い
ま
す
。

今
日
も
お
花
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

片
原

圭
子

私
は
、
今
年
の
2
月
に
社
会
福
祉
士
の

国
家
試
験
を
受
験
し
ま
し
た
。
そ
の
受
験

資
格
を
得
る
た
め
に
、
昨
年
の
9
月
ま
で

通
信
制
の
学
校
に
１
年
半
在
籍
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
時
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
知
り
合
っ
た
人

達
と
話
し
て
い
る
時
、
そ
し
て
試
験
勉
強
を

し
て
い
る
時
に
、
常
に
感
じ
た
事
は
、
自
分

の
知
っ
て
い
る
福
祉
は
、
ほ
ん
の
一
部
に
も

満
た
な
い
と
い
う
事
で
し
た
。
障
害
福
祉
だ

け
で
な
く
、
他
分
野
の
福
祉
の
事
、
そ
れ
ら

を
支
え
て
い
る
仕
組
み
や
そ
れ
に
至
る
歴

史
等
を
知
る
た
び
に
、
福
祉
は
根
っ
こ
で
全

て
つ
な
が
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
数
だ
け
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

無
事
に
試
験
に
合
格
し
て
社
会
福
祉
士

の
資
格
を
得
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
事
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
全
て
の
事

が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
で
、
自
ら
視

野
を
狭
め
る
こ
と
な
く
、
何
で
も
知
ろ
う
と

す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

※

今
年
も
は
ら
か
ら
ス
タ
ッ
フ
頑
張
り

ま
し
た
。
介
護
福
祉
士
試
験
に
１
名
、

社
会
福
祉
士
試
験
に
２
名
が
合
格
し
ま

し
た
。
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スタッフ手作りタペストリー



令
和
二
年
十
月
～
令
和
三
年
三
月

年
表

12月 11月 10月

7
日

17
日

18
日

20
日

25
日

28
日

13
日

14
日

25
日

26
日

27
日

10
日

15
日

30
日

ド
ラ
イ
ブ
旅
行

忘
年
会(

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１
番
館)

誕
生
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会(

和
音)

ク
リ
ス
マ
ス
会

(

短
期
入
所)

誕
生
会

歓
迎
会

(

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
番
館)

お
も
ち
食
べ
よ
う
会

和
音

誕
生
会

第
２
回
袖
ケ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修

ド
ラ
イ
ブ
旅
行

第
１
回
袖
ケ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修

和
音

誕
生
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

コ
ロ
ナ
禍
ま
で
の
和
音
の
行
事
は
、
全
員
で
集

い
活
動
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
出
し
物
を
行
い
、
歌
っ

て
踊
っ
て
と
て
も
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

現
在
は
密
を
避
け
る
た
め
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
も
活
動
班
ご
と
に
三
か
所
に
分
か
れ
て
行

う
形
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
様
も
帰
宅
が
出
来

ず
、
外
出
も
で
き
な
い
日
々
の
中
、
十
月
に
入
る

と
皆
で
一
緒
に
当
日
着
る
衣
装
や
飾
り
を
作
り

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
楽
し
み
だ
ね
」
「
ケ
ー
キ
食
べ
よ

う
ね
」
と
い
う
期
待
の
言
葉
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
と
勝
手
の
違
う
準
備
期
間
の
中
で
心

強
か
っ
た
の
は
、
と
も
に
係
を
担
当
し
て
く
れ
た

同
僚
職
員
の
力
で
し
た
。
黒
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
衣
装

は
そ
の
感
触
か
ら
ど
う
し
て
も
着
る
こ
と
が
出
来

な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ト

レ
ー
ナ
ー
に
可
愛
い
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
縫
い
付
け
リ

メ
イ
ク
衣
装
を
作
っ
て
く
れ
、
又
地
域
の
方
へ
の

贈
り
物
に
添
え
る
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

作
り
、
当
日
は
皆
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
司
会
で
パ
ー

テ
ィ
ー
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
係
は
、
前

日
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
用
具
、
菓
子
類
の
手
配
等
の

準
備
が
あ
り
、
当
日
は
各
班
の
職
員
の
方
々
の
力

が
頼
り
で
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
後
、
各
班
か
ら
、

利
用
者
様
が
地
域
の
方
に
と
て
も
丁
寧
な
ご
挨
拶

を
さ
れ
た
事
、
午
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
励
み
に
い

つ
も
は
取
り
組
ま
な
い
課
題
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
事
な
ど
の
報
告
と
共
に
笑
顔
の
溢
れ
た
た
く
さ

ん
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

行
事
に
際
し
、
職
員
全
員
で
盛
り
上
げ
利
用
者

様
と
共
に
全
力
で
楽
し
む
和
音
職
員
の
力
を
実
感

し
、
今
回
の
協
力
に
改
め
て
感
謝
を
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

和
音
支
援
員

真
砂

恵
子

右が真砂支援員

地域の方へご挨拶に行きました

活
動
班
別
に
4

日

に
分
け
て
実
施

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

リメイク
衣装です

装飾の作成をしました

3月 2月 1月

1
日

20
日

25
日

2
日

12
日

14
日

18
日

2

日

14

日

ひ
な
祭
り
会
・
三
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

ホ
ー
ム
２
番
館
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

ホ
ー
ム
１
番
館
ご
苦
労
様
会

節
分

和
音

誕
生
会

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り(

短
期
入
所)

誕
生
会
・
還
暦
祝
い

(

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
番
館)

新
年
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
番
館

和
音

誕
生
会

三
月
一
日
、
創
立
三
周
年
の
お
祝
い
と
ひ
な
ま

つ
り
を
、
生
活
介
護
の
活
動
班
ご
と
に
分
か
れ
て

三
ヵ
所
で
行
い
ま
し
た
。
一
年
で
一
番
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
行
う
こ
と
に
不
安

と
寂
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
グ
ル
ー
プ
の
利

用
者
様
と
職
員
と
の
三
年
間
の
関
わ
り
は
、
強
い

絆
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
皆
が
楽
し
め
る
」
こ
と

が
一
番
で
す
。
行
事
を
演
出
す
る
た
め
に
、
行
事

前
の
準
備
、
装
飾
作
り
、
飾
り
つ
け
を
利
用
者
様

と
共
に
行
い
ま
し
た
。

行
事
の
当
日
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
利
用
者
様
が

一
番
盛
り
上
が
る
こ
と
を
中
心
に
、
あ
る
グ
ル
ー

プ
は
熱
唱
系
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
体
力
を
使
っ
て
、

ま
た
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
昼
食
に
は
は
ら
か
ら
自
慢
の
祭
り
寿
司
と
、

は
ら
か
ら
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
唐
揚
げ
、
行
事

に
欠
か
せ
な
い
お
菓
子
と
、
豪
華
な
ひ
な
祭
り

ケ
ー
キ
と
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
・
・
・
。
密
を
避
け
、

み
ん
な
が
一
緒
に
な
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
素
敵
な
楽
し
い
日
と
し
て
、

利
用
者
様
の
記
憶
の
一
ペ
ー
ジ
に

残
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
、
係
と

し
て
幸
せ
で
す
。

和
音
支
援
員

伊
藤
有
美
子

令和３年度年間予定 (和音）
4 月 19日 誕生会
5 月 10日～14日ドライブ外出 27日 誕生会
6 月 18日 誕生会
7 月 5日 七夕の会
8 月 5日 誕生会
9 月 13日 誕生会

10月 7日 誕生会 29日ハロウィン
11月 8日 バス外出orドライブ外出 22日 誕生会
12月 17日 クリスマス会と誕生会 28日餅つき大会
1 月 14日 誕生会
2 月 3日 節分と誕生会
3 月 3日 創立記念とひなまつりパーティー

グループホームで還暦
のお祝いをしました

創
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
と
ひ
な
ま
つ
り



年末年始の過ごし方
数えて三度目を迎えたはらからグループホーム

の年末年始は、一年目、二年目と少し違う形で迎
えました。昨年から新型コロナウイルスの感染が
全国的に広がり、利用者様の中にはコロナウイル
スの危険性を理解することが難しく、帰宅できな
い事への不安が募っていたと思います。またご家
族様におかれましても、会えない寂しさは勿論の
こと、自分の身を守らなければならない緊張や疲
労感を感じていたことでしょう。そのため、グ
ループホームでは利用者様とそのご家族様を不測
の事態から守るべく、帰宅をすべて中止させてい
ただきました。
初めて年末年始に全員が帰宅せずに過ごしまし

たが、昨年から徐々に帰宅を制限させて頂いたか
らか、帰宅できなくても不安定になる事もなく、
過ごすことができました。例年では新年を迎えた
ら利用者様と一緒に初詣へ行っていましたが、今
年はコロナ禍ということもあり、人との接触を避
けるため初詣には行けませんでした。
しかし、コロナ禍だからと言って悲しいことば

かりではなく、新たな発見や喜びもありました。
一つ目は利用者様達に書初めをしていただいたこ
とです。ちゃんと書けるのかと心配でしたが、筆
を持たせてみたら皆様しっかりとした字を書くこ
とができました。二つ目は年末年始らしい食べ物
をたくさん食べられたことです。

キッチンスタッフが一生懸命準備してくれたおか
げで、海老天年越しそばやおせち、お雑煮などを
全員一緒に共有することができました。
また、コロナ禍での生活は職員も成長させてく

れました。これまでも何度かご紹介させていただ
きましたが、グループホームでは土日に長距離の
散歩へ行っています。今までは職員も『全員一緒
に連れて行かないと！』とがむしゃらにやってき
ましたが、最近は個々の特性に合わせて、あえて
散歩へは行かずにホーム内でゆっくり過ごす方や、
洗濯物畳み等のお手伝いをするという支援も行え
るようになりました。
まだまだコロナウイルスと付き合っていく生活

が続きますが、引き続き感染症対策に細心の注意
を払いながら職員一丸となって最大限の努力をさ
せていただきます。

グループホーム管理者

池田 涼平

書
初
め
に
初
挑
戦

生活介護の活動グループの１つに『らぶりーず』
があります。『らぶりーず』は片道3キロの道のりを
毎日歩いておりますが、その歩行ルートの途中に、
にわとり小屋があります。生まれたばかりの可愛ら
しいひよこを、毎日楽しみに見ておりました。日に
日に大きくなり、あっという間に親鳥の半分くらい
の大きさまで成長しました。

秋、きれいに色づいたイチョウの木を楽しんだ後
には、冷たい風の吹く厳しい冬が来て、日なたを探
しながら歩きました。やがて花々が咲き始め、春を
感じさせてくれました。大宮団地の中には季節を感
じさせてくれる自然がいっぱいです。
コロナ禍で、外出や全員が集まっての行事ができ

ない日々が続いております。同じような生活の繰り
返しですが、季節の変化を感じつつ、毎日を楽しん
でおります。昨年度の生活介護の活動は、『畑‘ｓ』
『ちーきーず』『らぶりーず』『あるき隊』のグ
ループごと活動を中心にして、毎月の誕生会と季節
ごとの行事もグループ別に行いました。

11月には、公用車でのドライブ外出をグループ別
で行いました。コロナ感染予防のため途中下車はで
きませんでしたが、和音に戻ってから豪華ランチを
楽しみました。

グループごとの活動では、『畑‘ｓ』は、キッチン
から出る生ゴミの処理、畑の草取り、野菜の収穫、
花壇の水やりを少数精鋭のメンバーで頑張りました。
『ちーきーず』は、地域新聞、リサイクル活動に加
え、新たに室内装飾などの制作活動に取り組み始め
ました。『らぶりーず』は、毎日往復6キロの歩行
に加え、公園でのリレーやバドミントンにも取り組
みました。体力自慢のグループです。『あるき隊』
は、歩行や庭の白いブランコで体を動かすことに加
え、袖ヶ浦福祉センターでの研修で学んだことを活
かした様々な自立課題に取り組んでいます。
今年度も、グループごとの活動を中心にし、行事

もグループに分かれて行いたいと思います。外出の
機会も、ドライブ外出を年度の前後半に１回ずつ行
えたらと考えております。また、コロナ対策として、
引き続き、手洗い、マスク、室内の消毒、換気に取
り組んでいきます。

生活介護リーダー

阿部 秀樹

利用者と一緒に段野下支援員

新型コロナウイルスの感染が拡大し始めてから、1年が
経ちますが、いまだに収束の見通しが立ちません。
そのため、短期入所は、本来の役割が機能しておらず、
地域の利用をご希望される方には大変ご迷惑をおかけし
ております。
現在、感染予防のため、帰宅を中止していただき、他

施設との交流を断っている方が７名おり、ショートステ
イ和音の単独型短期入所とグループホーム併設型短期入
所で、それぞれ生活されています。
短期入所の利用者様は、「コロナが終わったら家に帰

ろうね」が合言葉になっています。
利用者様が家に帰れるまでの大切な時間を、安心して

楽しく過ごせるように、イベントを企画したり、余暇時
間を楽しめる工夫をしています。
一日も早く収束し、短期入所本来の在り方に戻り、多

くの利用者様に会えるよう願っています。

短期入所支援員 段野下 清美

短期入所では、定期的
にイベントを開催して
います。お好み焼きや
焼きそばを皆で作った
り、バレンタインには
チョコを作ってみんな
に配りました♡

一人一人が夢中になれる自立
課題を工夫して作成しています
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1歳10ヶ月

小学校から帰るとお母さ
んのバイクの後ろに乗っ
て家の周りを走るのが楽
しみでした。

昭
和
46

年
、
千
葉
県
市
原
市
で
父
母
兄

の
４
人
家
族
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。

女
の
子
は
明
る
い
子
が
良
い
と
、
父
が

「
明
子
」
と
命
名

明
子
さ
ん
は
、
生
後
間
も
な
い
こ
ろ
か

ら
、
体
温
調
整
が
上
手
く
出
来
な
く
て
、

昼
間
に
な
る
と
熱
を
出
し
て
お
り
、
生
後

40

日
の
時
、
１
週
間
入
院
を
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
明
子
さ
ん
が

「
ダ
ウ
ン
症
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
（
明
子
さ
ん
一
大
事
件
）

そ
の
後
１
年
何
か
月
後
か
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
ダ
ウ
ン
症
の
特
集
を
や
っ
て
い
た
の
を

観
て
、
国
府
台
病
院
で
ダ
ウ
ン
症
の
専
門

の
先
生
が
い
る
こ
と
を
知
り
受
診
を
し
ま

し
た
。

お
母
さ
ま
が
悲
し
く
て
苦
し
ん
で
い
た

時
に
父
親
か
ら
「
粗
末
に
し
て
は
い
け
な

い
。
大
事
に
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
う
し
な
い
と
ば
ち
が
当
た
る
ぞ
。
」
と

言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
は
迷
い
も
な
く
大
事

に
育
て
て
き
ま
し
た
。

家
庭
で
は
経
験
さ
せ
て
や
れ
な
い
こ
と

を
、
入
所
施
設
で
経
験
し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
、
ご
家
族
の
思
い
で
し
た
。

洗
濯
や
衣
類
の
収
納
、
布
団
の
上
げ
下

ろ
し
、
身
の
回
り
の
事
を
丁
寧
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
行
事
や
旅
行
等
沢

山
の
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆

、
年
末
年
始
、
年
度
末
等
の
長
期
間
の
帰

宅
に
加
え
毎
週
末
を
自
宅
で
過
ご
し
、
家

族
と
の
時
間
も
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

30

年
間
を
入
所
施
設
で
過
ご
し
、
平
成

30

年
３
月
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ら
か
ら

の
開
所
と
同
時
に
、
は
ら
か
ら
の
一
員
と

な
り
ま
し
た
。

・
庭
で
犬
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

犬
が
大
好
き
で
、
よ
く
犬
と
遊
ん
で
い
ま

し
た
（
今
は
苦
手
）
。
オ
リ
の
中
に
入
っ

て
い
る
犬
を
椅
子
に
座
っ
て
飽
き
る
ま
で

ず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

・
小
学
４
年
生
の
と
き
、
母
と
ア
イ
ス
を

買
い
に
行
く
と
、
家
に
遊
び
に
来
て
い
た

兄
の
友
達
の
分
も
ア
イ
ス
を
買
っ
た
の
に

は
、
お
母
さ
ん
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

（
兄
）
本
当
な
ら
（
妹
の
世
話
を
高
齢

の
両
親
と
）
代
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
だ
け
ど
、
下
の
子
が
中
学
２
年
生

な
の
で
手
が
離
れ
る
ま
で
、
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

出
来
る
だ
け
、
良
い
距
離
感
を
保
ち

た
い
。

（
母
）
お
兄
ち
ゃ
ん
達
に
は
な
る
べ
く

迷
惑
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う

け
ど
。

（
兄
）

子
供
の
こ
ろ
、
一
緒
に
何
か
し

た
と
い
う
記
憶
は
な
い
。
何
か
一
緒
に
や

ろ
う
と
し
て
も
、
自
分
が
望
む
よ
う
に
は

や
れ
な
い
の
で
誘
わ
な
か
っ
た
。

外
出
す
る
時
に
は
必
ず
門
を
閉
め
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
た
。

（
母
）
お
兄
ち
ゃ
ん
が
結
婚
し
て
離
れ
に

住
む
よ
う
に
な
る
と
、
気
を
遣
う
よ
う
に

な
っ
た
。

（
お
兄
ち
ゃ
ん
の
の
子
供
に
も
）
遠
慮
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

や
た
ら
（
兄
の
家
へ
）
行
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

昭和53年 初めて
砂浜で遊びました

ご自宅へインタビューへ伺った時の様子。
左からお兄さま、お母さま、伊藤支援員、
お父さま

（
母
）
い
つ
も
べ
っ
た
り
だ
っ
た
か
ら
、

い
つ
も
一
緒
に
い
ら
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
。

一
番
の
楽
し
み
は
、
毎
年
お
誕
生
日
の

お
祝
い
に
、
勝
浦
の
ホ
テ
ル
三
日
月

（
プ
ー
ル
で
遊
べ
る
の
で
）
へ
行
く
こ
と
。

（
10

年
ぐ
ら
い
続
け
て
行
っ
て
い
る
。
）

夜
は
い
つ
も
今
日
は
ど
れ
を
見
よ
う
か

な
と
思
っ
て
、
は
ら
か
ら
だ
よ
り
（
ご
家

族
向
け
に
写
真
中
心
に
毎
月
発
行
し
て
い

ま
す
。
１
年
ご
と
に
き
ち
ん
と
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
）
を
見
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
い
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
け

ど
、
お
互
い
元
気
で
い
た
い
な
ぁ
。

明子さんと伊藤支援員

好きなこと
〇演歌
車の中でも聞いていました。
天童よしみが好き。
毎週千葉テレビで山川豊が司会
を務める歌番組を必ず見ていま
した。
歌手の名前も分かっていて、テ
レビを指さし、（ちゃんとは言
えないけれど）名前を言ってい
ました。

〇プロレス
テレビでプロレスを見ていまし
た。
見ながら体に力を入れていまし
た。
人が転ぶと「あーあ。」という
のはその影響かもしれないです。

〇赤ちゃん
赤ちゃんが好きで抱っこしてい
ました。
兄の子供が生まれたころはずっ
と見ていて手を触ったりしてい
ました。

苦手なこと
✖お坊さん
自宅にお坊さんが来ると逃げて
いました。
装束やお経が嫌いなのかもしれ
ないです。

✖けんか
両親が大声で言い合いをしてい
ると止めに入ってきます。明子
さんの前ではケンカをしないよ
うにしているそうです。

明子さんは一度も床屋さんへ
行ったことはなく、ずっとお父
さまがヘアカットをしています。

踊
り
が
得
意
な
明
子
さ
ん
は
、
入
所
施
設

の
納
涼
祭
で
は
、
毎
年
踊
り
子
隊
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

（
父
）

親
ば
か
だ
け
ど
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
教
え
る
と
す
ぐ
覚
え
る
の
で
教

え
て
欲
し
い
。

教
え
て
い
な
が
ら
、
教
え
ら
れ
て
い
る
。

出
来
る
こ
と
は
や
ら
せ
て
ほ
し
い
。

（
母
）
あ
ん
ま
り
根
詰
め
ち
ゃ
う
と
疲

れ
ち
ゃ
う
。
真
面
目
で
度
合
い
が
分
か

ら
な
い
か
ら
、
ほ
ど
ほ
ど
の
挑
戦
だ
ね
。

お
父
さ
ん
が
お
財
布
に
入
れ
て
、

い
つ
も
持
ち
歩
い
て
い
る
明
子
さ
ん

の
写
真
で
す

成人式（ご両親と）

小
学
校
へ
上
が
る
ま
で
の
２
年
間
は

淑
徳
大
学
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

へ
週
１
、
２
回
通
い
ま
し
た
。

小
学
校
は
、
誉
田
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
東
金
養
護
学
校
ま
で
通
い
ま
し
た
。

小学校時代

小
倉
明
子
さ
ん
ヒ
ス
ト
リ
ー

生
い
立
ち

幼
少
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

中
学
校
は
市
原
市
に
出
来
た
市
原
養

護
学
校
へ
通
う
よ
う
に
な
り
、
高
等
部

ま
で
進
み
ま
し
た
。

高
等
部
２
年
時
に
千
葉
市
緑
区
に
新

し
く
障
害
者
の
入
所
施
設
エ
ル
ピ
ザ
の

里
が
出
来
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
開

設
者
の
理
事
長
さ
ん
の
思
い
に
心
を
打

た
れ
、
平
成
元
年
５
月
に
開
所
と
同
時

に
入
所
し
ま
し
た
。

お
兄
さ
ま
よ
り

ご
家
族
の
思
い

・
10

歳
の
時
、
一
人
で
家
の
門
か
ら
外
へ

出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
偶
然

来
た
千
葉
行
き
の
バ
ス
に
乗
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
、
終
点
ま
で
行
っ
て
し
ま
い
、

交
番
で
保
護
さ
れ
ま
し
た
。
庭
に
い
る
と

思
っ
て
い
た
明
子
さ
ん
が
見
当
た
ら
ず
、

門
が
開
い
て
い
た
時
に
は
本
当
に
驚
き
、

心
配
し
た
そ
う
で
す
。
明
子
さ
ん
も
相
当

怖
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
以
来
一
人
で
門
の

外
へ
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
明
子
さ
ん
二
大
事
件
）

ご
家
族
の
、
明
子
さ
ん
に
対
す
る
言
葉
で

は
語
り
つ
く
せ
ぬ
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。

ご
家
族
の
代
わ
り
に
は
な
れ
ま
せ
ん
が
、

「
は
ら
か
ら
の
家
族
」
と
し
て
、
と
も
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

生
活
支
援
員

伊
藤
有
美
子

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て


